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り返してしまうと，そのキーワードでの検索の
ランクが急落してしまいますからご用心．

　今回は，タイトルとスニペットをもとに，
キーワードの選択と配置について見てきま
した．どんなキーワードをゲットしておきたい
のか，について改めて考えてみることは，実
は自分の研究をどう進めたいのか，どう他
の人達にアピールしたいのか，という根本
的な問題にも通じるところがあります．しか
しそれと同時に，いくら自分の研究にとって

大切なキーワードでも，誰もが使う一般的
な言葉では，競争相手が多過ぎて簡単に
はGoogleの上位を狙えません．そのあたり
のバランスをうまくとっていただければ，と思
います．自分の狙うキーワードをしっかり意
識すること，選んだキーワードについては徹
底的に効果的な配置にすること，このたっ
た２つのポイントの構成が大きく明暗を
分けることになります．キーワードの種類に
よって競争相手の多寡や特殊性など事情
が異なります．それについては，どうしてもト

ライ＆エラーを繰り返しながら手探りでやっ
てみないとわかりません．研究の空き時間
に，いろいろとキーワードの配置を変えてみ
ながら，ご自分のウェブページを診断してみ
てください．少しずつランクが上がり始めて，
楽しんでいただけたなら幸いです．
　肝心の研究テーマは不採択になった私
が，本当にこの連載を続けていていいのだ
ろうか？（笑）という問題がありますが，もし続
けていいなら，次回はページ分析中級編と
リンク対策について．

三輪　佳宏（みわ　よしひろ）
著者紹介はニュースレターvol.4 p27をご覧ください．

Voice of the Community

オンラインゲーム「Foldit」から生まれたNature論文

前号のコラムにて，オンラインでのタンパク質フォールディン
グゲーム「Foldit」を紹介したばかりである．Folditは，ワシ

ントン大のBakerらが開発した Rosettaというタンパク質の立
体構造予測アルゴリズムをベースに一般の人たちがポリペプチ
ドをいじって「フォールディング」をシミュレーションできるゲーム
である．この「人力」フォールディング後にはエネルギー計算が施
され，エネルギーが安定な構造を作った人ほど高いランクになる．
 
　このオンラインゲームが元となった論文が8月5日号のNature
に掲載されたということでたいへん驚いた(Cooper S, et al., 
Nature 466:756-760, 2010).れっきとしたオリジナルペ
ーパーである．Nature誌での扱いはかなり大きく，通常の解説欄
（News and Views）ではなくNews Features欄の「Citizen 
Science: People Power」と題された記事で著者（Baker博士）
やトッププレイヤーの写真まで入ったかたちで紹介されている．
　とにかくユニークでこんな論文見たことない，というのが第一
印象だ．
　まず驚かされるのが著者欄．ラスト「オーサー」が「・・・and 
Foldit players」となっている．そう，この論文はネットでFoldit
をプレイしていた人たちをも巻き込んだ論文なのである．
　なぜFoldit playersが「著者」に加わったかというと，一部の
上級者たちが作り上げた立体構造は世界有数のコンピューター
予測を超えて良い成績を収めることが多々あったというのだ．こ
のトッププレイヤーたちはまさに「シャペロン」である．
　論文のサプリメントにはこのゲームに参加した人たちへのア
ンケート結果が掲載されていて興味深い．例えば，

・ゲームを行っている人たちの学歴では大学院レベルの人は4
分の1程度．
・国別では多い順に，アメリカ，イギリス（ここまでで約半数），ドイ
ツ，フランス，ポーランド，スウェーデン，オランダ，オーストラリ
ア，ロシア，ポルトガル．残念ながら日本はどこにも出てこない．
・ただ，トップ５０プレイヤーで見るとフランス，オランダの健闘が
目立つ．
・年代では，ゲーム参加者全体では3分の2が35歳以下だが，ト
ップ50では4分の3が36歳以上！　積み上げてきた人生経
験がフォールディング予測に寄与したということか・・・．
などなど，ふだん読む論文とはちがった楽しみ方がある．
　さらには，上級者へのメールインタビューまであり，どのような
「戦略」でフォールディングさせたかが紹介されていたりもする．
中には「ゲーム中毒になって7ヵ月で2日を除いて毎日やってい
た」という者や「とにかく人よりハ
イスコアを出したいという一心で
がんばった」という者までいたりと，
人間味あふれる内容となっている．
　それにしても，こういった遊び
心を専門家をも唸らせる研究にま
で仕立て上げる懐の深さに感嘆し
た．・・・見習いたいものである．

（田口 英樹）

（「田口英樹のサプリメント
（http://taguchi-hideki.blogspot.com）」より抜粋）
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